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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 37,679 － 2,015 － 2,356 － 1,488 －

2021年３月期第３四半期 30,940 △15.1 593 △68.9 729 △68.6 464 △68.6

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 1,748百万円（234.9％） 2021年３月期第３四半期 522百万円（△66.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 59.99 －

2021年３月期第３四半期 18.71 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 47,082 36,114 74.3

2021年３月期 44,859 34,984 75.5

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 34,998百万円 2021年３月期 33,889百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 11.00 － 12.00 23.00

2022年３月期 － 11.00 －

2022年３月期（予想） 11.00 22.00

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おり、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おります。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2021年３月期期末配当金の内訳　普通配当　11円00銭　記念配当　１円00銭



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 19.7 2,500 162.0 2,900 122.8 1,850 123.7 74.58

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 27,487,054株 2021年３月期 27,487,054株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 2,681,595株 2021年３月期 2,681,341株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 24,805,522株 2021年３月期３Ｑ 24,805,733株

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規　　－社　　（社名）－、　除外　　－社　　（社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の資料に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）

等を適用しており、以下の経営成績に関する説明については前第３四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前

年同期比（％）を記載せずに説明しております。

詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更）」に記載のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和

される中で持ち直しの動きが見られました。しかしながら、足元では新たな変異株による感染再拡大や半導体の供

給不足、原材料価格の高騰など景気を下振れさせるリスクが高まっており、不透明な状況で推移しました。

　名古屋港における物流業界の輸出入貨物におきましては、製造業の持ち直しなどにより、増加傾向となりまし

た。

　このような状況のなか、当社グループにおきましては、着実に回復している製造業の生産活動に牽引され、金属

加工機や国内鋼材をはじめとした取扱貨物量全般が堅調に推移しました。また、加えて海上運賃が高騰している欧

米向きの取扱貨物量が増えたこと等により、当第３四半期連結累計期間の売上高は376億79百万円（前年同期は309

億40百万円）となりました。

利益面におきましては、営業利益は20億15百万円（前年同期は5億93百万円）、経常利益は23億56百万円（前年

同期は7億29百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は14億88百万円（前年同期は4億64百万円）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動のための資金確保及び健全なバランスシートの維持を財務方針

としております。

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ22億22百万円増加して470億82百万円と

なりました。このうち、流動資産は26億33百万円増加して204億68百万円、固定資産は4億11百万円減少して266億13

百万円となりました。流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金の増加によるものであります。固定資産の減少

の主な要因は、有形固定資産の減少によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ10億93百万円増加して109億68百万円とな

りました。このうち、流動負債は9億99百万円増加して66億81百万円、固定負債は93百万円増加して42億86百万円と

なりました。流動負債の増加の主な要因は、短期借入金の増加によるものであります。固定負債の増加の主な要因

は、退職給付に係る負債の増加によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ11億29百万円増加して361億14百万円と

なりました。このうち、株主資本は8億95百万円増加して339億29百万円、その他の包括利益累計額は2億13百万円増

加して10億68百万円、非支配株主持分は20百万円増加して11億15百万円となりました。株主資本の増加の主な要因

は、利益剰余金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想に関しては、2021年11月11日に公表いたしました予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,794,605 10,839,122

受取手形及び売掛金 6,955,176 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,796,253

その他 1,096,508 1,844,287

貸倒引当金 △11,522 △10,896

流動資産合計 17,834,768 20,468,765

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,382,623 6,097,230

機械装置及び運搬具（純額） 860,978 941,852

土地 12,901,649 12,959,312

リース資産（純額） 126,147 135,041

建設仮勘定 2,732 －

その他（純額） 443,535 399,166

有形固定資産合計 20,717,666 20,532,603

無形固定資産

その他 112,965 99,330

無形固定資産合計 112,965 99,330

投資その他の資産

投資有価証券 4,031,260 3,965,185

出資金 1,760 1,760

長期貸付金 723,549 649,886

繰延税金資産 1,039,047 959,588

その他 468,783 437,004

貸倒引当金 △69,997 △31,458

投資その他の資産合計 6,194,403 5,981,966

固定資産合計 27,025,036 26,613,899

資産合計 44,859,805 47,082,665

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,170,704 3,381,638

短期借入金 66,396 391,584

１年内返済予定の長期借入金 16,245 17,590

リース債務 161,252 117,248

未払法人税等 221,467 460,806

賞与引当金 854,417 439,217

その他 1,191,581 1,873,742

流動負債合計 5,682,064 6,681,827

固定負債

長期借入金 158,036 153,697

リース債務 256,633 256,374

退職給付に係る負債 3,458,994 3,586,408

資産除去債務 216,063 187,682

その他 103,281 102,166

固定負債合計 4,193,009 4,286,329

負債合計 9,875,074 10,968,157

純資産の部

株主資本

資本金 2,046,941 2,046,941

資本剰余金 1,464,060 1,464,060

利益剰余金 30,741,657 31,637,458

自己株式 △1,218,319 △1,218,501

株主資本合計 33,034,340 33,929,958

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,208,431 1,153,239

為替換算調整勘定 △426,782 △149,109

退職給付に係る調整累計額 73,967 64,720

その他の包括利益累計額合計 855,615 1,068,850

非支配株主持分 1,094,775 1,115,698

純資産合計 34,984,731 36,114,507

負債純資産合計 44,859,805 47,082,665
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 30,940,047 37,679,313

売上原価 24,678,156 29,646,316

売上総利益 6,261,891 8,032,997

販売費及び一般管理費 5,668,587 6,017,019

営業利益 593,304 2,015,977

営業外収益

受取利息 39,856 29,091

受取配当金 58,222 74,006

持分法による投資利益 26,158 37,210

受取賃貸料 79,639 78,765

その他 147,542 142,267

営業外収益合計 351,419 361,342

営業外費用

支払利息 8,701 9,816

為替差損 201,983 6,083

減価償却費 3,064 2,703

その他 1,226 1,946

営業外費用合計 214,975 20,549

経常利益 729,747 2,356,770

特別利益

固定資産売却益 3,115 4,303

投資有価証券売却益 5,500 1,332

特別利益合計 8,615 5,635

特別損失

固定資産売却損 － 16

固定資産除却損 8,794 3,082

減損損失 － 24,662

投資有価証券評価損 3,145 －

会員権評価損 － 150

特別損失合計 11,940 27,911

税金等調整前四半期純利益 726,423 2,334,493

法人税、住民税及び事業税 172,795 710,949

法人税等調整額 135,062 92,012

法人税等合計 307,858 802,961

四半期純利益 418,565 1,531,532

非支配株主に帰属する四半期純利益

又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
△45,531 43,326

親会社株主に帰属する四半期純利益 464,096 1,488,206

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 418,565 1,531,532

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 452,081 △53,299

為替換算調整勘定 △385,460 281,114

退職給付に係る調整額 29,497 △9,246

持分法適用会社に対する持分相当額 7,442 △1,280

その他の包括利益合計 103,561 217,287

四半期包括利益 522,126 1,748,820

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 570,880 1,701,440

非支配株主に係る四半期包括利益 △48,754 47,379

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来、全ての財又はサービスの提供が完了した時点で収益を認識しておりましたが、契約に複数の

財又はサービスが含まれる場合には財又はサービスごとに履行義務を充足した時点で収益を認識する処理に変更し

ております。なお、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、

当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。また、一部の取引について、従

来、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における役

割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る対価の総額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収

益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した取引に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,696,295千円、売上原価は2,655,508千円、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ40,787千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は

31,535千円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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